








メンテナンスでの定期来院

今までインプラント主訴の患者さんを集める施策は、「抜歯と言われてインプラントをしたいから、インプラントが上手
な歯科医院に行きたい」「歯がない、入れ歯が合わないなどの理由で、インプラントをしたい」という『根管治療で歯を
残すことができなかった方』『歯をすでに失っている方』をWebや看板などを使って集めることでした。2022年時点の
8020の達成率は51.6％にまで上がり、“欠損の患者さんの人数は減少”していながら、多くの歯科医院がそのよ
うな歯を失った患者さんの治療に売上を依存している傾向があります。
今回のモデルは、欠損になる前の『歯を残せる可能性を模索している方』をターゲットに、根管治療を強化して歯を残
すことに注力し、万が一歯を残すことができなかったらインプラントの選択肢を提示する、“将来インプラントになりうる
患者さんを先に囲い込む”というものです。
短期的な売上だけではなく、メンテナンスの移行も増え、長い視点で見て、売上の安定につながります。

当たり前でも
どの歯科医院もやり切れていない

「なるべく自分の歯を残したい」
「他院で抜歯と言われたが、歯を何とか残してほしい」
「何回通っても治らなくて信頼できないから診てほしい」
「被せものを入れたのに、また痛くなった」

レントゲンを撮って診
断をしたところ、根尖
病変がありました。

根管治療、外科的根管治療
で残せる可能性があります！
一緒に頑張りましょう！

破折が見られれるため、
残すことは難しいです…。

歯を残せる可能性が患者様は、約50％（例：10人／20人） 残念ながら歯を残せない患者さんは、約50％（例：10人／20人）

約60％
（例：6人/20人）

約40％
（例：4人/20人）

約60％
（例：6人/20人）

約40％
（例：4人/20人）

100％
残すことが
できた

どうしても残せなかった
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